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【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｑ   1/02     (2006.01)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月28日(2010.6.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々がリガンド分子の混合物を備える１以上の特徴的なサンプルのリガンドプロファイ
リング方法であって、前記方法は
ａ）前記特徴的なサンプルの各々を１以上の受容体群と接触させる段階を備え、
各受容体担体は前記リガンドが結合する複数の受容体を備え、
前記方法はさらに、
ｂ）非結合リガンド分子を洗浄するとともに前記受容体担体の各群から結合リガンド分子
を溶出することにより、別々のリガンド画分をもたらす段階と、
ｃ）前記リガンド画分を分画することにより、前記特徴的なサンプルの各々に対するリガ
ンド分子の別々のプロファイルをもたらす段階を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記１以上の受容体群が互いに異なる又は異ならないことを特徴とする請求項１記載の
方法。
【請求項３】
　前記受容体担体が細胞、細胞の混合物、細胞小器官、複数の受容体を備える小嚢、又は
複数の固定化された受容体を備える人工的な生体表面であることを特徴とする請求項１に
記載の方法。
【請求項４】
　前記細胞又は細胞小器官が生存している又は固定されていることを特徴とする請求項３
に記載の方法。
【請求項５】
　前記受容体が細胞表面ポリペプチド、分泌ポリペプチド、受容体の細胞外ドメイン、核
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酸、炭水化物、脂質、有機分子又は無機分子であることを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項６】
　前記リガンド分子がポリペプチド又は非ポリペプチド分子であることを特徴とする請求
項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記サンプルは培養上清、溶解物、有機体の体液、又は、周知のリガンドの混合物を備
える生体液であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記周知のリガンドの混合物が受容体に各々特異的な抗体を備えることを特徴とする請
求項７記載の方法。
【請求項９】
　前記リガンド画分を分画する段階が多重リガンド分子を連続して又は同時に検出すると
ともに定量化する段階を備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　未知の特性又は量を有する受容体を備える標的細胞の受容体をプロファイルするキット
であって、前記キットは、
ａ）結合溶液と、
ｂ）洗浄溶液と、
ｃ）溶出溶液と、
ｄ）請求項１の方法に従った実験手順の使用説明書を備えることを特徴とするキット。


	header
	written-amendment

